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午後からとても暑かったですが、90分間

前列へ出て話を聞く子もいて、みんな集

中していました。

安全に十分配慮した対応をして

いただき、各人おみやげまで頂きました。

そして、働いている方々の真剣な表情

から、責任と誇りを感じました。

カッコよかったです！！

６月に種を植えた朝顔が夏休み

前のある日、朝来てみたら二輪咲

いていました。

夏休みの間、カンカン照りの日に

は、しっかり水やりをし十本以上

あったつるに見事な花を咲かせてみんなを楽しませてくれました。

９月に入り鉢を片付けましたが、この種が来年も咲いてくれるように大事にしまって

おきます。

七夕の笹竹に願いを込めて

9月9日（土）は昼食の

焼きそば作りに挑戦しました。

９月号をおたのしみに！

ホテルわこうにて、 9月30日（土）

ミニ映画館を行います。

上映内容は、コナンと

鬼太郎です！

朝顔が咲きました！

7月29日（土）後藤車両へ見学に行きました。 🚃 🚃 🚃



　

こどもデイサービス

皆生通り

七夕の笹竹に願いを込めて

短冊を飾りました。

七夕飾りも皆で協力して作り、願いも

おもいおもいに書きました。

これからもみんなの笑顔がたくさん見られますようにと

・・・と願うスタッフ一同です。

平成２９年度 福祉サービス苦情解決事業研修会

「福祉サービスにおける苦情とは何か」 ～利用者の声を受けとるために～ に行ってきました。

講演者は 東洋大学 社会学部・社会福祉学科教授の高山直樹氏でした。

「苦情」というと、「家族」「学校」からの相談・要望と私自身思い込んでいました。

普段の生活の中で利用者である子どもさんが、ポロッと口にすることも、同じように相談・要望であることに

気付かされました。

子どもさんが何か言う時の気持ちは、「怒り・悲しみ・とまどい・承認要求」など自分らしさの表れであり、そ

の声に耳を傾けることこそが、支援そのものであると感じました。

子どもさんの思いに寄り添うことは子どもさんの尊厳・生命・生活を守ることにつながるため、思いにしっ

かりと向き合える事業所でありたいと思うとともに、「しかたがない」ですませず、「しかたがない」という言葉

を使わない支援者でありたいと思います。

またご家族様にとっても、相談要望を言いやすい組織作りや関係作りにつとめてまいります。

管理者兼児童発達支援管理責任者 廣瀬晃子

開設一周年を迎えて

「こどもデイサービスわこう皆生通り」も本年７月で開設１周年を迎えることとなりました。 昨年

の夏休みに児童２名を迎えてスタートいたしましたが、今年の夏休みは、１４名の児童に囲まれ

大変にぎやかに過ごすことができました。また、少しずつ成長して行く児童を見ることができ、こ

の上ない喜びも感じることができました。これも、ひとえに皆様方のご支援の賜と心より感謝申

し上げます。

開設当初は、弊社にとっても初めての放課後等デイサービスであり、不慣れなため何かと不

行き届きの点が多く、皆様方に大変ご不便をおかけしたことも多々あったと反省しております。

２年目以降も開設当初の基本方針である「楽しい場所の提供」「児童の特性に応じた個別支

援」「あせらず、じっくり」をモットーに、職員一同努力してまいりますので、今後とも一層のご支

援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 仲井 義高

万華鏡を作りました。
アクリル板と黒画用紙、トイレットペーパーの芯で

万華鏡を作りました。

作り方の説明をきちんと聞いてなくて失敗し、でも作り直す

のは〝イヤー〟なんていうお子さまもいましたが、

完成するとくるくる回してのぞき、楽しみました。

楽しい夏休みが終わり、２学期がスタートしましたね。 新しい学期の

はじまりや季節のかわり目は、どこか子どもさんも体が疲れやすかっ

たり、気持ちがのらなかったりもあると思います。 子どもさんの様子に

気をつけながら過ごしていきたいと思います。


